
Autor:  Dr. Frank Brose (Vorsitzender von Kizuna in Berlin e.V.)
フランク・ブローゼ（絆ベルリン会長）



.

ベルリンに在住するドイツ人、日本人が組織したグループです。２０１１年の３月１１日の
大震災の後、何らかの形で被災地の皆さんに手を差し伸べたいと思い、５月にＮＰＯ「絆・
ベルリン」を設立しました。２０１１年の秋に第１次ボランティア活動を岩手県で行いました。

それ以来、毎年東北に行き、支援を続けています。
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大船渡市最大の仮設住宅の皆さんとは、２０１１年から２０１８年まで密接な交流を行き、
コンサートや菜園作りもしました。仮設住宅の子供達には毎年ベルリンからクリスマスの

プレゼントを送りました。２０１８年にその仮設住宅は解散しました。











































高校を訪問し、生徒たちと交流をしたときに、将来も地域に残り、復興のために役に
立ちたいという声を彼らから聞きました。同時に一度は外国にも行って、見聞を広め
たいという願いも聞きました。我々は日本のパートナーである遠野まごころネットと協
力し、「翼プロジェクト」を立ち上げました。２０１３年から２０１７年の間に毎年夏に 岩

手県の高校生をベルリンに招待しました。
渡航費などはロベルト・ボッシュ財団のお世話になりました。我々の招待により、若者
たちがドイツの若者、ドイツの歴史、ドイツの社会、さらに有意義な社会プロジェクトを

知り、彼らに地域の将来の復興に役立たせてもらうことが目的でした。









宮古ゲストハウスプロジェクト３７１０

２０１８年に、絆・ベルリンは宮古ゲストハウスプロジェクトを寄付金で援助しました。
宮古に住んでいる若い人たちが旧館を買い、自らの手でゲストハウスに改装しました。

モットーは「観光・交流の拠点となるゲストハウスを作り、宮古・三陸を元気にしたい！」です。
翼・プロジェクトのメンバーも参加しています。



３月１１日東日本大震災追悼・黙祷

忘れないのために、今まで毎年の３月１１日には、追悼と黙祷及び講演又を行いました。２０１２年
と２０１３年に大地震についての講演をいろいろなところでしました。２０１４から２０１８まで、在ドイ
ツ日本大使館の前に集まり、黙祷と廻向を行いました。亡き人々を慕び、早く復興を祈りました。
２０１９年にベルリン日独センターで復興の現状についての講演をしました。



２０１８年の定款変更による「Kizuna in Berlin e. V.」の活動地域の拡大

2016年4月の熊本地震などの日本における新たな自然災害を受けて、本法人は2018年の総会

にて日本の全ての地域における自然災害の犠牲者への物質的および非物質的な援助をするこ
とを決定する。よって定款は2018年8月に次のように変更された。

旧：

（1）本法人の目的は、2011年３月11月以降の日本における地震と津波によって被害を受けた
人々への非物質的および物質的支援に焦点を当て、ドイツと日本の間の国際理解を促進する。
（2）この目的は、特に岩手県、宮城県、福島県における被害の修復と再建のために本法人メン

バーの活動を通じて達成される。また、文化施設や学校や幼稚園などの教育機関との交流を深
め、両国の理解を深めていく。

新規：

（1）本法人の目的は、日本における自然災害により被害を受けた人々への非物質的かつ物質

的な援助に焦点を当て、日独間の国際理解を促進することである。
（2）この目的は、被災した県の被害と復興の現場における本法人のメンバーの活動を通じて達

成される。また、文化施設や学校や幼稚園などの教育機関との交流を深め、両国の理解を深め
る。



２０１８年７月から西日本豪雨災害災害地も支援しました。

絆・ベルリンは豪雨直後に募金運動を始めて、プロジェクトを二つ経済的に援助しました。

一つには、即座の行動を援助しいます。絆ベルリ
ンの日本のパートナー「遠野まごころネット（ＴＭ
Ｎ）」が岡山県に行き、現地で支援活動を始めま
した。

その現地でのボランチア活動を援助するために、
振替で１５００ユーロ（約１４万円）の寄付金を送り
ました。

二つには、豪雨で被災した学校へ楽器を寄付
するプロジェクトでした。ベルリン独日協会（Ｄ
ＪＧ）及び「クラシックを聴こう！」のＦＢ・グルッ
ペと絆ベルリンが協同して募金運動をしました。
殊に、ＤＪＧの副会長の竹谷さんが５つにチャ
リティー・コンサートを行いました。 全部で、
ベルリンでは７０００ユーロが集まりました。絆
から約１０００ユーロでした。２０１９年３月に、
岡山県の倉敷市では、その寄付金から買った
グランドピアノを真備中学校 に渡しました。



２０１９年と２０２０年の募金キャンペーン

２０２０年７月には熊本市の洪水災害の犠牲者を対象とし
た募金キャンペーンを実施し、３８，０００円を集めました。
竹谷氏のFilia GmbHとベルリン独日協会は3回慈善コン

サートを開き、８５，０００円を頂いました。集計は熊本日独
協会を経由して「熊本地域支援事務」に寄付し、洪水の被
災者を支援しました。

大船渡では、２０１９年１１月に実施した私たちの第９回ボラ
ンティ活動の一環として、NPO「大船渡コロリン」の活動を支
援するために同NPO に６０，０００円の寄付をしました。大船

渡コロリンは、さまざまな社会活動を通じて２０１１年の東日
本大震災で被災した地域の復興に貢献し、大成功を収めて
います。

２０１９年には、大槌町の「風の電話」を題材にした映画が制
作されました。「風の電話」は犠牲者の家族や友人知人の悲
しみを慰めて、津波災害で残された方々を助けてきました。２
０１１年に被害を受けた地域の小さな町での無料上映を可能
にするため、２０１９年にはクラウドファンディングが行われ、「
絆ベルリン」も３６，０００円の寄付で参加しました。 同映
画はベルリン国際映画祭２０２０年において国際初上映され、
「名誉ある佳作賞」を受けました。



２０２１年の募金キャンペーン

２０２１年7月の上旬に、日本は再び激しい豪雨に見舞われました。 大雨の日は熱海で地滑りを引き起
こし、１３０戸の家屋が破壊され、２３人が死亡した。 ２０２１年７月に４２，０００円の募金活動を行い、

土砂崩れの被害者を支援するため、「熱海災害救援」に直ちに寄付しました．



残念ながら、２０２１年に計画された「岩手県からベルリンへの若者を招待する」と
いう日独プロジェクトは、Ｃｏｖｉｄ-１９のパンデミックのためにキャンセルされなけれ
ばなりませんでした。

２月の中旬に「絆・ベルリン」の年次総会で、岩手県からの若者を招待するプロジェクトを全会一致
で決定しました。津波の大惨事から10年後、２０２１年の夏にはボランティア活動(復興プロジェクト
か社会プロジェクトなど)に従事していた６若者を８日間岩手県からベルリンに招待することが予定さ

れました。「翼・プロジェクト」のように、ＮＰＯ「遠野まごころネット（ＴＭＮ）」が私達の日本のプロジェ
クトパートナー でを予定されていました。

２０２０年３月初めに「ベルリン・独日協会」にプロジェクトを明細に説明し、「独日協会連合会の財
団」からの財政支援を所定の様式で願書を提出しました。そして、在ベルリンの宿泊に関し、コンベ
ンションセンターを２０２１年７に前もって予約することができました。

プロジェクトの準備よくしつつありましたが、残念ながら新型コロナウイルスのパンデミックはそのと
き始めました。
私たちがまず楽天的でした。パンデミックがまもなく終わることが私たちの願いでしたが、だんだん
状態がますます悪化しました。
こうした事情から、私たちが重い心で５月に財政援助の要請を撤回しなければなりませんでした。沢
山の不測の問題のために、プロジェクトがあいにくながら実行可能ありません。



２０２２年の現在の募金キャンペーン

２０２２年には、沿岸部の小学生向けに、大土市と戸
田林市による絵本や読み聞かせプロジェクトを募
金活動で支援しています。

２０１１年の津波の後に、大槌町で見つけた稲株を遠
野まごころネットが中心となり復興のシンボルとして育
ててきました。その稲が、現在では大阪府富田林市の
小学校や市民の協力で「奇跡の復興米」として大槌町
と富田林市の友好を深めております。

震災から１１年目を迎え、そのことを紙芝居（picture-card show）と絵本を作成し、大槌町、沿岸

被災地、富田林市の小学校にプレゼントして、したいです。津波で大変だったこと、大勢のボラン
ティアによって復興米が実ったことを伝えたいと考えております。ボランティア活動の大切さを記
述したいです。




